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「PDCAサイクル」を理解しよう

「改善」はなぜ必要か？
社内には、社員として守るべきルールをまとめた就業規則があります。さらに、仕事の進め方のルールや接客のルールなど、就業規則に記載されていないルールもたくさんあります。ルールを守ることは仕事を円滑に進めるうえで重要なことですが、現在のルールが完璧で絶対的なものではありません。もっと良い方法があるはずです。作業の効率を高める、仕事の品質を高める、もっと働きやすい環境にする、そのために「改善」が必要なのです。
「PDCAサイクル」とは？
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何か問題が発生したとき、それを一過性のものとして解決するだけでは成長がありません。失敗を次への教訓として役立てることが、改善につながるのです。その改善活動のあり方を示したものが　「Action（改善）」の４つの頭文字をとったもので、「改善策」を次の「計画」につなげて、循環させることから「PDCAサイクル」と呼ばれます。
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